
　

宇
治
茶
の
主
産
地
の
１
つ

南
山
城
村
田
山
南
部
地
区

で
、
40
年
前
に
茶
農
家
が
設

立
し
た
農
事
組
合
法
人
「
田

山
南
部
共
同
製
茶
組
合
」。

　

古
く
か
ら
共
同
加
工
工
場

を
稼
働
し
、
組
合
員
が
均
一

で
高
品
質
の
茶
生
産
を
行

い
、
合
葉
製
造
に
よ
る
深
蒸

し
煎
茶
を
製
造
す
る
。
鮮
や

か
な
緑
で
渋
み
が
少
な
く
味

わ
い
の
深
い
煎
茶
が
好
評

で
、
各
種
茶
品
評
会
で
上
位

入
賞
す
る
な
ど
、
高
級
宇
治

茶
製
造
の
熟
練
技
を
伝
承
す

る
。

　

今
年
の
一
番
茶
は
、
２
日

か
ら
今
月
末
ま
で
共
同
工
場

が
稼
動
す
る
。

　
　
　

□　
　
　

□

　

南
山
城
村
は
府
の
南
東
に

位
置
す
る
府
内
唯
一
の
村
。

宇
治
茶
の
有
力
主
産
地
で
、

94
戸
が
２
９
０
㌶
の
茶
園
を

有
し
、
年
間
約
８
０
０
㌧
の

生
産
量
を
誇
る
。
隣
接
す
る

監
事
２
人
で
経
営
に
当
た

る
。
農
繁
期
に
は
３
人
を
臨

時
雇
用
す
る
。

　
　
　

□　
　
　

□

　

合
葉
製
造
は
、
組
合
員
が

搬
入
し
た
生
葉
を
ま
と
め
、

同
組
合
が
加
工
・
出
荷
す
る
、

が
ら
風
量
、
温
度
な
ど
を
き

め
細
か
く
調
節
し
、
も
み
上

げ
る
。
最
終
工
程
で
合
組
機

を
使
用
し
、
府
内
で
は
い
ち

早
く
均
一
の
品
質
で
荷
口
の

大
き
な
出
荷
を
実
現
し
て
き

た
。
長
年
の
熟
練
技
を
伝
承

和
束
町
に
次
ぐ
府
内
２
位
を

占
め
、
そ
の
８
割
以
上
が
煎

茶
だ
。

　

同
地
区
は
、
の
ど
か
な
山

間
地
に
茶
園
が
点
在
す
る
。

茶
の
需
要
拡
大
に
よ
り
、
茶

葉
摘
採
の
機
械
化
が
始
ま

り
、
栽
培
面
積
が
拡
大
す
る

中
、
こ
れ
ま
で
各
農
家
で
製

茶
し
て
い
た
も
の
を
「
共
同

工
場
運
営
に
よ
る
コ
ス
ト
削

減
で
、
効
率
よ
く
高
品
質
茶

を
加
工
し
よ
う
」
と
、
茶
農

家
21
人
が
組
合
員
と
な
っ
て

１
９
７
３
年
に
法
人
を
設

立
、製
茶
工
場
を
設
置
し
た
。

　

設
立
時
の
組
合
員
の
茶
園

面
積
は
27
㌶
だ
っ
た
が
、
現

在
は
34
・
２
㌶
に
拡
大
。
一

方
、
組
合
員
数
は
高
齢
化
が

進
む
中
で
13
人
に
減
少
し

た
。

　

代
表
理
事
組
合
長
の
廣
田

文
隆
さ
ん
（
61
）、
副
組
合

長
理
事
の
稲
置
浩
之
さ
ん

（
48
）
の
他
、
理
事
４
人
、

当
時
と
し
て
は
画
期
的
な
取

り
組
み
。
各
組
合
員
は
同
じ

肥
料
・
農
薬
を
使
用
す
る
な

ど
栽
培
方
法
を
統
一
す
る
。

通
常
よ
り
長
い
時
間
で
蒸
し

を
深
く
し
た
後
、
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
は
茶
葉
の
様
子
を
見
な

し
た
高
品
質
煎
茶
と
し
て
Ｊ

Ａ
京
都
や
ま
し
ろ
に
出
荷
す

る
。

　

伝
統
を
受
け
継
ぐ
栽
培
管

理
と
製
茶
技
術
の
高
さ
が
評

価
さ
れ
、
法
人
設
立
６
年
後

に
は
朝
日
農
業
賞
を
受
賞
し

た
他
、
府
茶
品
評
会
で
農
林

水
産
大
臣
賞
を
６
回
受
賞
し

て
い
る
。

　
　
　

□　
　
　

□

　

廣
田
組
合
長
は
「
Ｇ
Ａ
Ｐ

（
農
業
生
産
工
程
管
理
）
手

法
も
い
ち
早
く
導
入
し
、
同

村
で
の
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い

る
。
生
産
者
の
高
齢
化
・
担

い
手
不
足
が
進
む
中
、
組
合

で
１
㌶
の
茶
園
を
預
っ
て
有

機
栽
培
に
取
り
組
み
、
昨
年

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定
を
取
得
し

た
。

　

当
地
も
担
い
手
の
高
齢
化

が
進
ん
で
い
る
。
産
地
を
守

る
た
め
に
は
将
来
、
耕
作
困

難
な
茶
園
を
組
合
が
預
か
る

な
ど
し
て
、
伝
統
の
宇
治
茶

を
伝
承
し
て
い
き
た
い
」
と

話
す
。

▽
法
人
所
在
地
＝
相
楽
郡
南

山
城
村
田
山
鷹
ノ
尾
６
３

―
１
。
電
話
＝
０
７
４
３

（
９
４
）
０
２
４
８
。

緑
茶
加
工
施
設
で
高
品
質
茶
製
造
に
努
め
る
廣
田
組
合
長
（
右
）、
稲

置
副
組
合
長
（
左
）
と
、
組
合
員
で
青
芽
係
担
当
の
石
上
文
彦
さ
ん

高
級
宇
治
茶
に
高
評
価

合葉製造で伝統の技を継承

田山南部共同製茶組合 南山城村農事組合
法　　人

高
級
宇
治
茶
に
高
評
価

合葉製造で伝統の技を継承

田山南部共同製茶組合 南山城村農事組合
法　　人

高
級
宇
治
茶
に
高
評
価

合葉製造で伝統の技を継承

田山南部共同製茶組合 南山城村農事組合
法　　人

頑
張
る農

業
法
人
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